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年齢は 28－ 48(36)歳を対象として、タイプ 3 の簡易機器を用いて簡易ポリグラ
フィを実施し睡眠時無呼吸症候群の有病率、危険因子の検討を行った。検査 1
時 間 あ た り に 生 じ た 無 呼 吸 お よ び 低 呼 吸 の 回 数 で あ る 呼 吸 障 害 指 数
（ respiratory disturbance index： RDI）≧ 5 を睡眠時無呼吸症候群と定義し
た場合、睡眠時無呼吸症候群の有病率は 63%(n＝ 66)であった。また、多変量解
析において NYHA(New York Hear Association)分類≧Ⅱ (オッズ比 4.36、信頼区
間 1.09－ 20.87）、Body Mass Index≧ 25（オッズ比 4.29、信頼区間 1.32－ 15.23）
は RDI≧ 15 であることの独立した危険因子であった。成人先天性心疾患患者に
おいて睡眠時無呼吸症候群の有病率は高く、特異な血行動態が影響している可
能性があった。うっ血性心不全、肥満は睡眠時無呼吸症候群を悪化させるため
心不全管理と生活習慣の改善は重要である。                                     
